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日本近代史において､ 一般に不平士族の反乱あるいは

士族反乱と記載される一連の地域的内乱がある｡ その萌

芽的な様相は各地域で看取可能だろうが､ 史書の多くは

とりわけ九州・山口での士族反乱をとりあげる｡ 時間軸

に沿って列挙すると､ 佐賀の乱 (1874年２月－４月)､

神風連の乱 (1876年10月)､ 秋月の乱 (同年10月－11月)､

萩の乱 (同年10月－12月)､ そして西南戦争 (1877年１

月－９月) である｡ そのなかでも､ 両陣合わせて13000

人以上の戦死者をだした西南戦争は､ 国民国家の成立を

みた明治維新以降､ 現在に至るまで文字どおり最大の内

戦となった｡

上記の反乱のうち､ 秋月の乱を描いた 『秋月黨』 とい

う一書がある＊１｡ これは1925年､ 著者水舟・川上市太

郎が ｢秋月党挙兵50周年｣ を記念して出版したものであ

る｡ 憂国の一念をもって維新政府の ｢君側の奸｣ に天誅

を加えようと､ 肥後の神風連､ 長門・萩の前原 (一誠)

派そして筑前の秋月党は三角連合をつくった｡ しかし､

綿密な計画性や連動性に欠け､ それぞれの勢力も微弱だっ

た｡ また､ 攻撃準備も整わず､ 戦略・戦術的にも成熟し

ていなかったこの連合は､ 翌年の文治政府を揺るがす薩

摩・西郷による大反乱の露払い的な役割を果たしたとは

いえ､ 結果としては維新の武断派が歴史舞台から払拭さ

れる前段となった｡

秋月事件の一部始終を実行者の側から詳細に描写した

この 『秋月黨』 の冒頭部分で､ 筆者の関心をひく２名の

人物が題字を残している｡ ひとりは ｢義烈｣ と書いた

頭山
とうやま

満
みつる

(1855年－1944年) であり､ 他方は ｢興国乎

死乎｣ と題した下位
しも い

春吉
はるきち

(1883年－1954年) である｡ 頭

山は､ 政界の黒幕としての裏面史をふくめ､ 明治中期か

ら昭和初期の日本政治に隠然たる影響力をもちつづけた

国家主義者・アジア主義者として､ また右翼団体玄洋社

総帥として著名である｡ 頭山は西南戦争が勃発するとた
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要 旨

下位春吉は現今の世上ではほとんど知られていない､ 無名に近い人物である｡ 下位はダンテ研究を目的に

1915年秋にナポリにわたり､ 日本語教師をしながら､ 現地の文学者や知識人と交流をふかめた｡ 同時に､ 地

元文芸誌や自ら編集・刊行した翻訳文芸誌 『サクラ』 をつうじて当時の現代日本文学を翻訳・紹介し､ イタ

リアの若き詩人たちに少なからぬ影響をあたえた｡ 他方､ 第1次世界大戦の伊墺前線へ一兵士として飛び込

み､ 親イタリア日本人としてオーストリア軍と戦う｡ また､ 武装せる詩人ダンヌンツィオと知り合ったこと

で下位のナショナリスティックな革命精神はますます昂揚し､ ついでムッソリーニとの接触は下位を完全な

るファシストにした｡ 下位は帰国後､ ダンヌンツィオ＝ムッソリーニ＝ファシズムとの等号をもとに､ 戦時

体制化をふかめる日本社会にイタリア式ファシズムを伝播・浸透させようと活動するが､ 第２次世界大戦の

敗北によって､ 下位の行動は無に帰したのであった｡ 本稿は下位のこのような政治的側面における動向を概

観する｡��������：下位春吉 ���������������､ イタリア＝ファシズム ���������������・ダンヌンツィオ ������������������､ �・ムッソリーニ ���������������
はじめに



だちにこれに呼応して挙兵した福岡・黒田藩士の一人と

して福岡の変にくわわり､ 捕縛・投獄された経歴をもつ｡

書中にもみられるように､ 秋月党と福岡党には浅からぬ

関係があったことを考えれば､ 頭山が同書に ｢堅き正義

心｣ を意味する題字 ｢義烈｣ を寄せたことも頷けよう｡

ではなぜ､ 下位春吉の題字が頭山のそれに伍して掲載

されていたのか｡ 現在､ 世間の知名度において､ 頭山と

下位とでは雲泥の差があろう｡ 当時の下位にしても､ 前

年12月に約10年におよぶイタリア滞在から帰国して１年

足らず､ この間
かん

､ 日本へのイタリア＝ファシズム紹介者

として執筆や講演を精力的に手がけ､ 売り出し中ではあっ

ただろうが､ 頭山に比すればなお知名度の差は歴然だっ

た (もうすこし時が下れば下位の名も知られるようにな

るであろう)｡

『秋月黨』 の刊行直前､ 秋月では ｢明治９年戦役死者

50年祭典｣ (1925年10月27日) が催され､ ｢式半ばに各地

の講演に寸暇なき下位春吉参拝して先輩を弔｣＊２ったと

いう｡ つまり､ 下位は秋月挙兵50年祭の式典に列席して

いたのである｡ この説明はそれほど困難ではない｡ 1907

年､ 東京師範学校英語科学生の春吉は24歳で下位家 (東

京日本橋) の婿養子となったが､ 旧姓井上､ 夜須郡日向

石村 (その後､ 夜須郡上秋月村､ 秋月町､ 朝倉郡､ 甘木

市をへて､ 2006年３月より福岡県朝倉市) の生まれであ

る｡ もちろん､ 年齢からみて､ 下位は秋月の乱を実際に

は知らない｡ だが､ 下位の実父井上喜久蔵は多少とも乱

と関係があった｡

秋月藩士255名によるこの義挙では､ 捕縛以前に７藩

士が自害し､ ２士が ｢朝憲紊乱兵器聚衆官兵抵抗殺害｣

の罪により ｢除族ノ上斬罪｣､ 19士が除族懲役､ 124士が

除族､ １士が 贖
あがない

金に処された｡ また､ 175士は ｢一時

凶徒の招聚に応ズルモ入隊セズシテ解散スルヲ 咎ノ沙

汰ニ及バザル者｣ として放免され､ その他63士は ｢不審

ニ係リ無罪｣ となったが､ 上記 ｢咎ノ沙汰ニ及バザル者｣

と申しわたされて処罰を免れた者のなかに士族井上喜久

蔵の名がみえる＊３｡ さらに､ 喜久蔵は 『秋月黨』 巻末

の ｢考證､ 文献｣ 章の協力者に ｢秋月党福岡党実見者｣

(81歳) として記載されている＊４｡ もっとも､ 下級武士

階級にとって平均的なおよそ30石程度の俸禄をかつて受

けていた喜久蔵＊５も維新後の没落士族の例に漏れず､

窮乏の果て秋月を出て生活の場を山向こうの筑豊炭田に

もとめた＊６ (具体的には､ 旧鞍手郡､ 現在の直方の下

境らしい＊７)｡ 経済的困窮のなか､ 北九州八幡の名門旧

制東筑中学を卒業し､ 東京に向かった秋月家四男坊の春

吉にとり､ 秋月来訪は生地への帰郷であった｡

以下､ 本稿では､ 下位の著作を主たる典拠とし､ ダン

ヌンツィオおよびムッソリーニとの関係に注目しつつ､ 下

位の政治的容貌と1920年代半ばから40年代前半の日本で

の活動をたどり､ イタリア研究者
イ タ リ ア ニ ス タ

(�����������) でありファ
シズムの宣伝家・普及者 (�������������・�����������)
である下位をとおして日本とイタリアの近現代政治史の

一側面を考察する｡

１ 下位と大戦とダンヌンツィオ

下位春吉は文学者と政治的プロパガンディストという

二つの顔をもっていたといえる｡ 下位はある時点で自ら

の人生を二分した｡ 前半生すなわち文学者としての下位

について､ 児童文学事典はつぎのように説明している｡

曰く､ ｢東京高等師範英語科さらに専攻科卒｡ 東京外語

大イタリア語科 [夜学] 卒｡ [略] 1915年 [正しくは

1911年]､ 東京高等師範学校に葛原しげるとともに講話・

口演童話の研究会 『大塚講話会』 を創設｡ その理論書と

して 『お噺の仕方』 (1917年２月､ 同文館) を執筆した｡

のちに童話教育・教室童話といわれる傾向は､ この本に

よって現れた｡ [略] 同書の末尾の例話 『ゴンザ蟲』 は

実演１時間を超える長編で､ 下位の代表作である｡ その

技法の出所は明治期からの雄弁術・演説法｣＊８だった｡

当時の加納治五郎校長に願い出てつくった大塚講話会で､

下位は ｢講話会のお父さん｣ と呼ばれていたという＊９｡

国語教育学者の倉澤栄吉は､ ｢わが国の口演童話の歴史

のうえに､ 本書 [『お噺の仕方』] が正当に位置づけられ

ていない｣ として､ 大正から昭和戦前期における ｢口演

童話の全盛時代を迎えるための布石として､ 出発進行の

合図をした書物として､ 高い評価を受けるべきものであ

る｣ と主張し､ 口演童話に関する戦後の記述に下位と

『お噺の仕方』 の名が見えないと批判する＊10｡

1915年秋､ 下位は妻子を残して単独､ 日本を出航し､

ダンテ研究のため単身ナポリに入った＊11｡ 王立東洋学

院 (����������������������､ 現在のナポリ東洋大学)
で日本語を教えるかたわら､ 現地で知己となった青年の

詩人マローネ (��������������､ 1891�1962)＊12とかれ
の編集する文芸誌 『ラ＝ディアーナ』 (�������､ 1915
年１月－1917年３月) をつうじ､ クローチェ

(��������������) のほか多くの知識人と交流した＊13｡

また､ マローネとの共訳編で､ 同誌に与謝野晶子の詩11

編を手はじめに､ 泉鏡花の短編や与謝野鉄幹､ 吉井勇な

ど明星派歌人の作品を訳出紹介している｡ さらに下位は

みずから､ 雑誌 『サクラ』 (������) (1920年－1921年､
全５冊) を刊行し､ 樋口一葉・国木田独歩・森鴎外・土

井晩翠・二葉亭四迷など明治以降の現代日本文学の翻訳

を精力的におこなった＊14｡ 近年､ ナポリ滞在時の下位

の文学活動にかんする研究が日伊両国で盛んになってい

る＊15｡

滞在先のナポリで上記のような活動を積極的におこなっ
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ていた日本語語学教師・文学研究者＝下位と､ 軍事的・

政治的行動者＝下位との分岐点となるのが､ 第１次世界

大戦に際してみずから志願したイタリア軍への参加であ

り､ それ以上の精神的衝撃となったのが19世紀末から20

世紀初頭の当時にかけて一世を風靡していた詩人で小説

家・劇作家のダンヌンツィオ (������������������､
1863�1938) との邂逅だった｡
第１次大戦を中心的に描いた下位の書物には､ イタリ

ア語版とこれをもとにした日本語版の２冊がある＊16｡

その日本語版 (『大戦中のイタリヤ』) によると､ ｢欧州

大戦乱中､ 私 [下位] が伊国の戦線に走ったのは､ 1918

年の夏であった｡ ダンヌンツィオが墺都ヴィエンナ [ウィー

ン] の空に大飛行を決行してから間もない頃｣＊17だった

と書かれていることから､ 下位がイタリア軍に義勇兵と

して参加したのは大戦末期に近かった｡ つまり､ 前年10

月から11月の伊墺戦線におけるカポレット戦で歴史的大

敗を喫して瀕死の状態のイタリアだったが､ 連合国から

の増援もあり､ ６月にピアーヴェ川戦域で勝利して以降

は優勢に転じ､ ヴィットーリオ＝ヴェーネトでの最終決

戦 (10月－11月) に備えている頃であった｡

駐イタリア日本大使館とイタリア政府との取次役を自

任していた下位は､ カポレット戦後に総司令官に就任す

る将軍ディアズ (�����������) と転地療養先で知り
合うと､ 将軍からイタリア戦線訪問をうながされ､ 新聞

社の通信員資格で派遣されたようだ＊18｡ だが､ 記事を

配信するだけでは物足りなかったのか､ まもなく､ ｢第

２の祖国｣ イタリアのために戦闘行為に参加するように

なる｡

下位は､ ｢決死隊の軍服を貰って第一線に出｣､ ｢激戦

地の一つとして､ 丁度日露戦争の旅順に相当するグラッ

パの山地戦線｣＊19に行ったという｡ 決死隊とは突撃隊と

も訳されるアルディーティ (������､ 原意は大胆､ 勇猛
果敢な者たち) のことで､ 最低限の武器を装備して単独

あるいは少人数で敵陣に攻撃をしかけたり､ 斥候として

の任務を負った特別編成の兵士である｡ いわば､ もっと

も血の気の多い軍人たちだった｡ このアルディーティは

大戦後､ ファシズムの源流であるイタリア戦闘ファッシ

の主要な構成部分となった＊20｡ よもや下位が､ 非常に

厳しい訓練を要するアルディーティに正式に任用されり､

軍事作戦で本格的に登用されたとは考えられないから､

それは一種の名誉的職位としてであったろう｡

ところで､ 下位にアルディーティの軍服を渡した人物

は､ ガヴィッリャ (��������������､ 1862�1945) という
名の陸軍元帥 (�����������) で＊21､ 当時はサヴォイア軍

団評議会 (������������������������������������) の
臨時評議員でもあり､ アジアーゴやピアーヴェ戦線では

総司令官として指揮をとった｡ ガヴィッリャは前線地域

のカルソで偶然､ 伊墺戦線の戦闘現場にいる日本人＝下

位を見つけて驚く｡ というのも､ かれはかつて駐日イタ

リア大使館付特命武官を経験し､ 日本軍に同道した日露

戦争の戦場で近代的な戦術を学んだ､ 多少の日本語も解

す親日派だったからである｡ カヴィッリャは､ 自軍兵の

士気高揚のために日本兵の優秀さを話してくれと下位を

最前線の塹壕に招く＊22｡ 下位は各地のアルディーティ

から大歓迎をうけた｡ ｢私が彼らに日露戦争の話をする

と､ 彼らは非常に興奮して万歳�万歳�と叫び､ まるで
爆弾片手に突進していきそうだった｣＊23と語る下位は､

ときにアルディーティに空手を教えることもあった｡

下位は､ ダンヌンツィオとの初対面の日付を書いてい

ない＊24｡ だが､ 上ですこし触れたように､ 1918年夏

(８月９日) にダンヌンツィオが８機編成の飛行隊

｢悠々閑々隊
セ レ ニ ツ シ マ

｣ (１機は撃墜される) を組んでウィーン上

空に飛来し､ ｢我等は破壊のために戦はず､ 我等は殺戮

のために戦はず｣ と書いた３色のビラをばらまいた ｢大

飛行｣ の成功から日も浅い時期､ イタリア戦線に向かう

前､ 下位は ｢小説家のベルトラメルリ｣ の案内により､

パドヴァにあった総司令部を発ってヴェネツィアのサン

マルコ広場に近いダンヌンツィオ宅を訪問したと思われ

る＊25｡ もっとも､ 1933年３月に日伊協会の主催で開か

れた ｢ダンヌンツィオ忌５周年記念講演会｣ の講演では､

｢戦線で相識った｣ と述べている＊26｡ これは少し脚色さ

れたものいえるが､ 特殊警戒区域として入城が厳しかっ

たヴェネツィアを ｢戦線｣ にある拠点基地と見なすなら

ば､ それも必ずしもまちがいとはいえないだろう＊27｡

ともあれ､ はじめて訪れたその日に､ 下位はダンヌン

ツィオから聖
サン

ニコロ (���������) の飛行場＊28に一緒に

行こうと誘われ､ 自動艇でヴェネツィアの大運河カナル＝

グランデ (�����������) を抜け､ 飛行場へと随伴し
た＊29｡ その後､ 下位はアルディーティのひとりとして

伊墺戦線で活動する｡ グラッパ山・ピアーヴェ川の戦い

をへて､ ヴィットーリオ＝ヴェーネト戦ではイタリア軍

第３軍に属した｡ 11月３日にヴィッラ＝ジュスティでの

停戦協定が結ばれたが､ その日はトレント占領に加わっ

ていた＊30｡ 下位は､ 第１次大戦の結末をみてナポリに

戻った｡ それから２箇月もしないうちに､ ｢いよいよ戦

争が済んで､ 1919年､ 大正８年の正月に､ 『日本へ飛行
・・・・・・・・

機で行くからヴェニスまでやって来い』 という [ダンヌ

ンツィオからの] 通知を受け取った｣＊31 (傍点引用者)

のである｡

ダンヌンツィオは合計４度の日本への渡航を図った｡

最初は若い頃に船でエジプトまでいったが失敗したとい

う｡ ２度目の計画の端緒が上記メッセージである｡ これ

は､ 南シベリア－モンゴル－満州－朝鮮のルートをとり､

１日2000��､ １週間で遂行の飛行計画だったが､ 予定

下位春吉とイタリア＝ファシズム
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の飛行士がパリ往復の試験飛行中にアルプス山中の氷河

地帯に不時着､ 凍死して中止となった｡ ３度目は､ 中国

トルキスタン－サマルカンド－北京－奉天 (瀋陽) の上

空を通過する大陸横断という途方もない計画だったが､

未遂に終わる｡ ４度目の日本への到達計画は､ 当時の首

相ニッティ (���������������������) が天敵ダンヌン
ツィオをイタリアから厄介払いするために､ ローマ－東

京の飛行計画を支援したものである｡ しかし､ ダンヌン

ツィオは､ 連合国によるフィウーメへの占領的な駐留､

とりわけ米国の資本介入にたいする懸念と怒りとで飛行

計画を最終的にとりやめ､ 下位に飛行の成功を託すが､

ときの伊集院彦吉特命全権駐伊大使 (のち､ 第２次山本

内閣外相) はダンヌンツィオの訪日が重要なのであり､

下位単独では意味はないと断じ､ 計画はまたしても､ そ

して最終的に水泡に帰した＊32｡

第１次大戦後の1919年６月下旬から７月上旬､ フィウー

メを軍事占領していた連合国中､ 仏伊両駐留軍のあいだ

で軍事衝突が発生すると､ 合同調査委員会は駐留イタリ

ア軍の大幅削減を決定した｡ だが､ 退去をしいられたイ

タリア軍兵士の一部から､ ダンヌンツィオを指導者とし

てフィウーメ奪取のために決起しようとの声がたかまり､

９月11日夜､ ダンヌンツィオはロンキに集まった義勇兵
レ ギ オ ン

(���������) とフィウーメに向かう｡ これは歴史的にロ
ンキ進軍 (��������������) と呼ばれ､ ファシストの
ローマ進軍 (������������) に先行するものと見な
されることもある＊33｡ 翌12日､ ダンヌンツィオはアル

ディーティを含む2500－2600人に膨らんだ義勇兵ととも

にフィウーメに入城した｡ この日から1921年１月18日に

退去するまで､ ダンヌンツィオは司令官
コマンダンテ

(����������)
として､ フィウーメに君臨する｡

下位春吉がロンキ進軍に参加した形跡はない｡ しかし､

以下にその大略を紹介するダンヌンツィオの発言から､

1920年２月１日に下位がフィウーメ入りしたことがわか

る｡ 発言は､ ダンヌンツィオが下位の歓迎正餐会を翌２

日に司令部で開き､ テーブルについている一同に下位を

紹介したときの挨拶 (｢東方よりの客人への挨拶｣) であ

る＊34｡ なお､ この挨拶は､ 数日後 (２月４日)､ 『イタ

リアの監視塔』 (�����������������) というフィウーメ
の地元紙に全文掲載された＊35｡

今晩､ イタリアのフィウーメのわれらのもとに来て

くれた極東からの客人に敬意を表したい｡ [略] 日出

ずる国の使者 (�����������������������) を､ こ
のわれらの戦渦の食堂で歓迎したい｡ [略] 長き飛行

のため私は彼の地 [日本] へいけなかったが､ 下位春

吉が長き飛行よりここにきてくれた｡ ／昨日までの下

位はその小柄な体躯の胸におおきなイタリアの心をもっ

ていたが､ 本日かれはフィウーメの星のもとにはげし

く燃えるフィウーメの心をもつ｡ [略] カポレット戦

の大敗やイタリアの苦しみ､ 苦難､ 流血､ 絶望の日々

とをふたりして語ったことがあるが､ 下位よ憶えてい

るか？ 下位が流す二筋の涙をみて､ すぐに我らは兄

弟であると知った｡ その心はわたしを開かせた｡ [略]

アジアの蘇生､ 聖なるアジア､ 広大で至高なるひとま

とまりの地域を革新する突然の若返り｡ その偉大さに

おいていかなる歴史的事件がそれに匹敵しようか？

[略] 中国 (��������������) とロシア (�����������)
を打倒した人々は､ 現在､ 全征服地をもとめる｡ [略]

かれらはアジア支配のみならず､ 全太平洋に向かう｡

その力はフィリピン､ インドシナ､ 蘭領インド､ そし

てハワイを見すえるのだ｡ ｢欧州は老いぼれた｣ とい

う大隈 [重信] の言があるが､ ヨーロッパは老いぼれ

てはいない｡ ヨーロッパの旺盛な情熱は青年の情熱で

しかありえず､ より自由でより高いその出現への渇望

でしかありえないのだ｡ ／大いなる情熱はどこでより

つよく脈打つのか？ フィウーメにおいてである｡ ど

こで最新の生のかたちが構想されはじめるのか？ フィ

ウーメを囲むカルナーロ [湾] のこの岸においてであ

る｡ われらは､ イタリアの東の港フィウーメから､ 極

東の光差す国に挨拶をおくろう｡ [略] 今度はわれら

の番だ｡ [主は] 近くに在り (���������)｡ アララー！
(������)
フィウーメ事件にかんするダンヌンツィオの発言を収

めた別の著作には､ 発言とともに次のような短い解説が

ある｡ ｢フィウーメの壮挙 (��������������) はイタリ
ア政府や連合国から誹謗されたが､ 政治的局面や詩人

[ダンヌンツィオ] の国際的名声によって遙か遠い国々

には関心と同情を引き起こした｡ ／この時期にフィウー

メを訪れた多数の外国人のなかでも日本の詩人下位春吉

を記憶すべきである｣ と＊36｡ 占領したフィウーメでは

アルディーティが多数いたため､ 下位の仲間意識もたか

まったことであろう＊37｡

ダンヌンツィオは､ 世紀末から20世紀初頭にかけてヨー

ロッパの文壇の寵児となり､ 第１次大戦に際しては参戦

運動の象徴的存在としてイタリアの世論形成に多大な影

響をおよぼし､ 大戦中は墺戦艦の停泊するブッカリ湾へ

の攻撃作戦や遠征飛行によるウィーン上空からの挑発的

なビラ散布といった派手なパフォーマンスでイタリアの

戦争を象徴した｡ 大詩人 (�����) や武装せる詩人
(�����������)､ あるいはダンテ (��������������) に
似せてか詩聖 (����) との異称もあたえられていた文豪
ダンヌンツィオは､ 下位にたいし破格の扱いで応接した

のである＊38｡ フィウーメ問題についてここで詳説でき
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ないが､ ナショナリストを含む一部のイタリア国民がフィ

ウーメはイタリアに帰属すると主張した根拠もまた､ ダ

ンヌンツィオが嫌った米国大統領ウィルソンの14箇条に

流れていた民族自決論と同じイデオロギーであったとい

える｡ すなわち､ フィウーメは歴史的・民族構成的にも

イタリアの一部であるという理由からだった｡ ダンヌン

ツィオはフィウーメのナショナリズムとともに､ 他国の

圧制に苦しむ諸民族を救済する普遍的な国際都市 (���������������) フィウーメのイメージを発信しようとした＊39｡

それゆえに､ さまざまな地域で民族の解放と独立を欲す

る諸民族の活動家がフィウーメを訪れたのである｡ 日本

の武装せる詩人 (とイタリアではしばしば紹介された)

下位春吉もそうした活動家たちのひとりとしてフィウー

メに迎えられたといえるだろう｡ 上引の下位への歓迎挨

拶にも､ 圧制者の中国とロシアと両国に戦勝した弱小国

日本という構図がみとめられる (しかし､ 恨むべきは､

そうした民族自決精神の称揚とは裏腹に､ 日本もまた膨

張主義的な帝国主義への道を歩むであろうことをダンヌ

ンツィオが期待しているかように聞こえるのである)｡

以上､ 特異な日本人ファシスト下位春吉の思想や行動

を知るため､ 本章ではナポリの東洋学院日本語講座の語

学教師とは別の下位を､ イタリア軍アルディートとして

の第１次世界大戦への参加､ およびかれのダンヌンツィ

オ観＊40をとおして探ったが､ 最後に､ この時期の下位

にかんしていくつかの疑問を指摘しよう｡

まず､ 下位のフィウーメ滞在期間はどれくらいだった

のか､ つまびらかでない｡ ダンヌンツィオによるフィウー

メ占領とは､ 1919年９月12日から1920年12月24日のジョ

リッティ (����������������) 政府の海上砲撃によるカ
ルナーロ＝イタリア執政府 (��������������������������) 崩壊､ そして翌1921年１月のダンヌンツィオ
の退去までのおよそ１年４箇月ほどをいう｡ 先述のよう

に､ 下位が1920年２月１日にフィウーメ入りしたあと､

いつまで現地にとどまったのか､ 詳細は不明である｡ だ

が､ 下位がナポリで刊行していた 『サクラ』 第１号の発

行が1920年６月10日であり､ 以後1921年春まで断続につ

づけられた同誌の編集・発行作業＊41にかなりの時間を

要したであろうことを考慮すれば､ 下位のフィウーメ滞

在は､ たとえ複数回の訪問があったにせよ､ それぞれ短

期であったと推測される｡

つぎに､ 下位が果たしてダンヌンツィオの作品にどれ

ほど親しんでいたのかについても不明である｡ ダンヌン

ツィオを描いた下位の多くの文章には､ その作品論や文

学論､ 芸術論がまったく顔をださない｡ 下位は自己との

交友とダンヌンツィオの字義どおり戦闘的側面や武勇の

みを伝え､ その文学的評価にかんする記述をことごとく

回避している｡ 当時の日本ではすでにダンヌンツィオ文

学の研究が賑わっていたため､ あるいは自国では文学者

として認められていないゆえに､ この分野においては自

分の出る幕ではないと判断したのであろうか＊42｡

第３点目は､ 下位はダンヌンツィオのフィウーメ占領

時における内部状況とその変化を理解あるいは認識して

いなかったのではないかという疑問である｡ 下位は､ 当

時のフィウーメの社会状況をほとんどまったく描写して

いない｡ 上にもすこし触れたが､ 司令官
コマンダンテ

ダンヌンツィオ

統治下のフィウーメ執政府は､ イタリア＝ナショナリズ

ムの象徴､ および被抑圧諸民族解放運動の発信地・拠点

という二つの意味を帯びていた｡ ところが､ それは一種

の内部矛盾でもあった｡ さらに､ 1920年１月のデアンブ

リス (���������������) 首班内閣の成立以後､ フィ
ウーメのサンディカリズム的革命路線が明確になる｡ あ

る意味において､ フィウーメ占領を歴史にとどめさせる

重要な事項として､ デアンブリスが作成した､ 当時にお

いて世界的にももっとも急進民主主義的なカルナーロ憲

章 (���������������) があるが､ これへの言及もな
い＊43｡ こうした､ フィウーメのイデオロギー的実情

(右派・穏健派から左派・革命派へのイデオロギー的転

換) にかんし､ 下位はあまりにも無自覚・無感覚だった｡

最後に､ これは次章とも関連するが､ ダンヌンツィオ＝

フィウーメ占領からムッソリーニ＝ファシズム (運動)

への歴史的流れをきわめて単純かつ直線的に捉えたので

はないかという疑問である｡ つまり､ フィウーメ左派も

左派アルディーティ (さらにはファシスト左派) につい

てもいっさい言及しない親伊家 (������������) の下位は､・・・

無邪気にもダンヌンツィオ－ムッソリーニ－日本軍国主

義＝ ｢ファシズム｣ を一直線に結びつけた｡ こうした､

単純明快でわかりやすい論法ゆえに､ 下位の発する戦意

高揚の熱弁は､ 帰還した戦前・戦中の日本で一般的な聴

衆や読者に受け入れられたのであろう｡

２ ムッソリーニ､ ファシズム､ 日本

第１次大戦終結直後のイタリア自由主義政府は､ 戦後

経済不況の暗雲が覆うなか､ 議会にあっては社会主義政

治勢力の伸張やキリスト教政党人民党の成立とその反政

府的立場によって､ 議会外ではヴェルサイユ講和体制に

たいする国民的な反発､ 工場・農場での労働運動の激化

のために苦境におかれた｡ そのような社会的停滞の空隙

を縫い､ ダンヌンツィオは ｢骨抜きにされた勝利｣

(����������������) の合い言葉を造出しつつ､ フィウー
メ占領を断行した｡ 占領敢行の報に国民は喝采し､ 快挙

として溜飲をさげた｡ しかし､ フィウーメ占領勃発より

半年近くまえの1919年３月下旬､ ムッソリーニはミラー
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ノでファシズム運動の狼煙をあげていた｡ すなわち､ 短

い ｢ダンヌンツィオの時代｣ の開始以前､ すでに ｢ムッ

ソリーニの時代｣ の地固めがはじまっていたのである｡

ジョリッティ政府は､ オーストリア＝ハンガリー二重

君主国の解体にともなって誕生したセルビア人－クロア

ティア人－スロヴェニア人王国 (のちのユーゴスラヴィ

ア) と1920年11月にラパッロ条約 (�����������������)
を締結し､ フィウーメを自由都市である分離区域

(���������������) とすることで合意した｡ ムッソリー
ニもイタリア外交の手詰まり状態を打開する手段として､

同条約を支持する＊44｡ イタリア政府はフィウーメ執政

府に最後通牒 (���������) を差しだすが､ ダンヌンツィ
オはこれを拒否し､ 血のクリスマス (��������������)
と呼ばれる政府の一斉砲撃をもって占領都市フィウーメ

は崩壊した｡ そして､ 司令官ダンヌンツィオの時代も終

焉をみた｡

フィウーメ占領期､ 外国人である下位は､ 陸上封鎖さ

れているフィウーメに拘束されることなく出入りできた｡

｢フィウメ
マ マ

における私の任務はフィウメとヴェニスの連

絡で､ 決死隊の黒紐隊に属し､ 封鎖線を突破することが

私の仕事でした｣＊45､ あるいは､ ｢フューメ
マ マ

の籠城中ダ

ンヌンツィオが国家の為に戦って苦しみつつある時､ 軍

用金を集めて居たのがムッソリーニで､ 陸海軍の封鎖線

を突破してその連絡を取って居たのが私でと､ 妙な腐れ

縁があったのである｣＊46と下位は証言する｡ 戦後イタリ

アを代表するジャーナリストで知日派でもあるモンタネッ

リ (���������������) は､ 1952年１月､ 失意の日々を
おくる下位へのインタビュー記事で､ つぎのように記録

している｡

フィウーメでダンヌンツィオは下位を軍警備の名誉
・・

伍長 (���������������) にした｡ 下位はこの大事業に・・

とってもっとも有益な選り抜きの人物だった｡ なぜな

ら､ 下位は包囲された都市フィウーメに出入りできる､

おそらく唯一の人物だった｡ イタリア政府によるフィ

ウーメ封鎖での前線を通過するたびにカラビニエーレ

(軍警察) から検束されたのだが､ そのとき包囲軍の

あのカヴィッリャ将軍 [！] が下位の即時釈放を命じ

たからだ｡ こうして､ フィウーメにいる詩人とミラー

ノのムッソリーニ間の連絡を確保するという任務をひ

とりの日本人に委ねるということもきっと起こったの

だろう｡ ダンヌンツィオはムッソリーニに下位を遣り､

｢日出ずる国 (����������) の英雄よ､ 貴公はムッソ
リーニのなかに貴国の伝説であるサムライを認めるで

あろう｣ と言ったが､ そのことからもダンヌンツィオ

は侍についてたいして詳しく知らなかったことがわか

る｡ サムライに似ても似つかないムッソリーニは両腕

をひろげ､ 日出ずる国の英雄を抱擁した＊47｡

さらにこのインタビューのなかで､ 下位は､ ｢あの日

からわたしはずっとムッソリーニの近くにいた｡ ムッソ

リーニのところには自由に入ることができた｡ 1935年

[これは下位の記憶違いか､ もしくはインタビュアの誤

記｡ 下にみるように､ 下位の帰国は1933年である]､ ムッ

ソリーニはわたしに､ 帰国してイタリアの宣伝をしてく

れと提案した｡ このことでムッソリーニに感謝する気に

はとてもなれない｡ それはイタリアを捨てる､ まさに

〈20年間〉 をおしまいにする瞬間をわたしに承諾させた

のだ｡ あのときの様子
さ ま

をいまも思い出せる｣＊48と語った｡

1915年秋に単身イタリア半島に上陸した下位は1924年

12月に帰国する｡ その後､ 25年・26年に１度ずつ訪伊し､

さらに1927年秋から33年４月まで､ ローマ大学に新設さ

れる日本文学講座担当のため一家でローマに移ったが､

結局講座はできずこの任にはついていない｡ 1933年５月

に帰国してから､ 再度イタリアを訪れることはなかった｡

ローマ滞在時代の下位の動向についてはよくわかってい

ない｡ 日本大使館の仕事 (｢私設大使｣) と自己の研究を

つづけていたとみられ､ あるイタリア人日本研究者は､

ローマの研究者の集まりで下位が博識をもって日本古典

文学の解説に熱弁をふるっていたことを記憶していると

いう＊49｡

日本での下位は､ 1924年から1927年までの一時帰国の

期間と､ 1933年から日本の敗戦までの期間､ おびただし

い量の著作と講演をこなし､ また国家主義団体活動に精

力的に取り組んだ｡ イタリア＝ファシズムの伝道者とし

て､ 下位は講談師然たる名調子で聴衆を魅了した｡ 若か

りし頃､ みずから旗揚げし､ 運営に労を惜しまなかった

大塚講話会時代の成果を誇示するかのようである｡ 時間

的な長短や内容上の濃淡はあるものの､ ファシスト＝下

位の講演録はいずれも似たような内容だった｡ すなわち､

第１次大戦における自身の経験とフィウーメ占領にみる

ダンヌンツィオの素晴らしさ､ 詩聖と自身との親密な交

際､ ムッソリーニ＝ファシズムの活力と偉大さを､ 文字

どおり立て板に水の息もつかせぬ能弁で演説をつづけた｡

自分とムッソリーニとの関係について､ ｢私はフュー

メの戦争中から知ってゐる｡ 戦争中のあの男 [ムッソリー

ニ] が新聞社長でありながら志願して出て､ 一兵卒から

１年余､ 軍曹にまでなって死に掛つた｡ 私は病院に行っ

て居た｣＊50とファシズム運動の開始以前からの知り合い

であると書き､ ｢始めて
マ マ

ムッソリーニを紹介し､ フアツ

ショの運動を日本に紹介したのは､ 恐らく私が始めてだ

と思ってをります｣＊51とも誇った｡ くわえて､ 1929年に

はムッソリーニの主要演説29本を翻訳した＊52｡ しかし､

ムッソリーニ全集 (全44巻) 中､ 下位の名が登場するの
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はただ一度しかない｡ それは1922年９月13日付 『イタリ

ア人民』 (��������������) の ｢ナポリに住む偉大な日本

人詩人の下位春吉の電報で事前に知らされ､ ミラーノの

日本領事館の越田佐一郎領事によって紹介された日本の

３大自由主義政党の代表が 『イタリア人民』 紙本部にい

るムッソリーニを訪問した｣ という記事である｡ 記事は

つづけて､ 代議士たちはファシズムの今後の展開や即効

力にかんする情報を尋ね､ 日本でのファシズムの評判が

すばらしいこと､ さらに､ 日伊間の知的・経済的交流が

活発になっており､ 東大にはイタリア文学講座も開設さ

れてイタリア文学の古典が教えられ､ すでにデアミーチ

ス (���������������､ 1846�1908) やフォガッツァー
ロ (����������������､ 1842�1911) やダンヌンツィオ
といった現代作家は翻訳も多く､ 日本の知識人の間では

よく知られているなどとあった＊53｡ ごく断片的な史資

料だけで即断するのは禁物だが､ この記事により､ ムッ

ソリーニにとっての下位の役回りがある程度理解できる

のではないか｡ ローマ進軍直前の緊迫した重要な時期で

あるとはいえ､ 下位はファシズム体制成立以前の些末な

トピックの片隅に顔を見せていたにすぎなかった｡

これに反し､ 日本での下位は､ 異様ともおもえる熱情

に駆りたてられるように､ ファシスト＝下位のイメージ

をきわだたせながらムッソリーニとファシズムを称揚

し＊54､ 各地を喧伝して回った｡ 下位の講演の熱気を臨

場感をもって余すところなく伝えるのが､ 1940年５月に

帰国して間もなく開いた群馬県桐生市での演説の評判を

聞いた講談社 (当時は大日本雄辯會講談社) が社をあげ

て社員向けに開いた７月の演説記録であろう｡ それは､

大衆にたいする軍国主義・翼賛体制思想の啓蒙・昂揚戦

略に相当の戦争犯罪的貢献をなした同社の看板雑誌 『キ

ング』 別冊として ｢下位春吉氏 熱血熱涙の大演説｣ の

タイトルで載録された｡ その大目次には､ ｢老文豪ダン

ヌンチオの奮起｣､ ｢愛国主義の青年運動｣､ ｢フアツショ

とは何ぞや｣､ ｢ローマ進軍｣､ ｢巨人ムッソリーニ｣､ ｢世

界に漲るフアツショ運動｣ などの言葉がならぶ｡

この冊子に限らず､ 下位が時局の解説をまじえながら

ファッショ・ファシズムについて聴衆や読者に訴えた内

容は､ おおよそ以下の諸点にまとめられるであろう｡

(1) ダンヌンツィオのフィウーメ占領に継続するファ

シズム運動＊55は愛国主義青年運動であり､ 青年

が国家建設運動の中核をなす＊56｡

(2) 欧米帝国主義列強とそれが運営する国際連盟を断

固拒絶する＊57｡

(3) ファシズムは極端な国家主義であり､ 自由主義と

民主主義､ 共産主義､ 国際主義､ 平和主義を否定

する｡

(4) 個人よりも集団行動が重要である｡ 軍国主義的・

軍隊組織的な教育編制を推進する (｢男子須く危

険に生きよ｣)｡

(5) ファッショ精神はムッソリーニの精神であり､ 日

本の武士道精神と同一である＊58｡

それでは､ ファッショ精神とは何か｡ 下位は､ 〈第１

条､ 我等の精神は祖国・本分・規律｡ 第２条､ 我等は義

務ありて権利なし｡ 第３条､ 我等は実行ありて議論なし〉

であるという＊59｡ また､ ファシズムがイタリアに出現

した遠因・近因を､ ①第１次大戦での死の苦しみ､ ②講

和会議での列強による虐め､ ③政府の失策､ ④共産主義

の跋扈だと見＊60､ このような圧迫要因ゆえにイタリア

国民が蹶然奮起して祖国意識に燃えた事実にまなび､ 満

州事変後の日本の逆境を突破せよと檄をとばした＊61｡

下位はファシズムの産業や労働政策にかんしても発言

している｡たとえば､ 第１条末尾で ｢(イタリア国民は)ファ

シズム国家で全面的に実現される精神的・政治的・経済

的な統一体である｣ (〈�����������������〉 ���������������������������������������������������������������������������������) と宣する労働憲章 (��������������､
1927年) を評価し､ 同憲章が規定するファシズム国家の

失業対策､ 家族扶助金､ 傷害保険､ 社会施設､ 住宅､

｢労働の後
ドーポラヴォーロ

｣ (������������������������)＊62などについ
て解説した＊63｡ 協 同 体 国 家

スタート＝コルポラティーヴォ

(����������������) を
前提とする労働憲章は､ 先述したように､ フィウーメ占

領期すでに革命的サンディカリストのデアンブリスによっ

てより先進的に提起されたものであったが､ 下位は知ら

なかったようだ｡ また､ イタリアの農業政策についても､

協同体国家にもとづいた団体農業の奨励や低利資金制度

や農業巡回講座制度､ 農業の電化をたかく評価した＊64｡

結局､ 協同体国家体制は実現せず､ 下位の称讃する経済

社会・労働の各領域におけるファシズムの革命的な改革

は頓挫し､ イタリア＝ファシズム全体主義は日 (天皇制

軍国主義)・独 (ナチズム) 枢軸諸国とともに第２次大

戦の敗戦によって壊滅する｡ 1943年７月のファシズム大

評議会はムッソリーニを罷免・逮捕し､ あらたに成立し

た元帥バドッリョ (��������������) 軍事政権は９月３
日に連合軍と休戦協定を結んだ (それから日本の降伏－

敗戦までのおよそ２年間､ 下位の心境はいかなるもので

あったろうか)｡ 他方､ ドイツ軍に救出されたムッソリー

ニは北イタリアに逃げ延び､ 社会共和国 (サロ共和国)

を建設するが､ 1945年４月､ スイスへ逃亡中にパルチザ

ンに捕らえられ即時処刑される｡ 死体はミラーノに運ば

れ､ 市内のロレート広場で吊り下げられた｡ ファシスト＝

下位の夢もついえた｡

では､ 一時帰国した日々､ また戦時色が日々濃厚になっ

ていた最終帰国後､ 下位は日本において著作や講演活動
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のほか何をしたのか､ 探ってみよう｡

1932年刊行の愛国運動関係書には､ 下位が創始した興

国青年党が次のように紹介されている｡ 興国青年党は下

位が一時帰国していた1924年末から1927年夏の期間に結

党・解党をみたようである｡ 以下が同党の教条であった｡

一､ 皇室中心主義を根本とし祖国の独立強大を計るべ

し｡

一､ 百の議論は一の実行に如かずと知るべし｡

一､ 進んで戦を挑む勿れ､ 若し敵の襲撃を受けたらば

全力を尽して自己を防衛すべし｡

一､ 己れの力を充実して己れを強くすることを計れ｡

一､ 長上に対しては絶対の服従をなすべし｡

一､ 動作は敏活なれ｡

一､ 一旦議決したる以上は各自の個人的意見を棄て多

衆の決したる処に従ふべし｡

一､ 質素､ 著実､ 勤勉剛健､ 快活なるべし､ 艱難欠乏

に堪ゆるを厭ふべからず｡

一､ 相互に絶対無限の義務に服し自ら進んで自己を主

張すべからず｡

｢国士舘内に経理部､ 師範部を置き､ 更に郷里福岡県

に８ヶ所の支部を設け｣､ 啓蒙活動・情宣活動もおこなっ

たが､ 運動資金にいきづまった下位はイタリアに旅発っ

てしまう｡ しかし､ ｢日本に残された青年達は､ 細々乍

ら不撓不屈の意気を以って下位氏の志を嗣いで興国運動

に従事して居｣ た＊65｡ 儒教的な匂いをただよわせる

｢教条｣ には､ このころ量産していた講演録にみられる

下位のフィウーメ主義とムッソリーニ主義がよく反映さ

れている｡ ファシズムを精神主義的な皇国主義のなかに

活かすというのが下位の目論見であったであろうが､ つ

いに所期の目的を果たすことはできなかった｡

下位は､ イタリアから最終的に帰国して以降､ 司法省

刑事局の思想取締対象者となった｡ 1940年頃までをカバー

した刑事局内部資料には下位の生年月日・本籍地・出生

地・現住所・学歴・活動歴などが記載されている｡ それ

によれば､ 一時帰国中の下位が国士舘大学教授兼国士舘

中学校長であったことがわかる｡ 資料にはないが､ 最終

的な帰国後には東京中央放送局 (現���) で海外放送
イタリア語部長､ 国際連盟教育映画部日本代表､ さらに

は日本農林新聞社長に就任している＊66｡ また､ 日伊相

互の文化交流・親善団体である日伊学会 (名誉会長はア

ウリッチ伊大使､ 会長に男爵大倉喜七郎) の評議員のな

かには下位の名もみえる＊67｡

さらに資料は､ 社会運動・思想運動について､ 全国へ

の興国運動､ 祖国会機関紙への執筆､ 朝鮮各地への講演､

建国会本部の弁士､ 日本革新党第２回大会参与､ 全国青

年連盟相談役､ やまと新聞への寄稿､ 日本革新青年隊で

の欧州情勢説明､ 興亜議会顧問などとしての下位の活動

を記す｡ なかでも注目すべきは頭山満の紹介によって出

口王仁三郎と会見し､ ｢同人主宰に係る昭和神聖会の創

立に尽力｣ したという記述である＊68｡

出口王仁三郎といえば､ 宇宙万物の創造主神である

大本皇大神
おほもとすめおほかみ

を祭神として四大主義 (清潔主義・楽天主義・

進展主義・統一主義) の生活実践を説く教派神道・大本

教の教祖 (開祖は出口なお) だが､ 歴史叙述のなかでは､

国家からの二度におよぶ大弾圧 (大本事件) によってよ

く知られている｡ そのうち第二次大本事件 (1935年12月)

は､ 1934年７月に発会した昭和神聖会の活動が直接的な

原因となった＊69｡ 昭和神聖会は結成１周年を機に陣容

を整えるが＊70､ このとき新設した統管直属の参謀長に

下位が任ぜられたのである＊71｡ 昭和神聖会は大本教の

ような宗教運動ではなく､ 皇道宣揚運動という治教であ

るとされたが､ はたして下位が､ 昭和神聖会の霊的な真

義を十全に理解していたのか､ 疑念が残る｡ 神聖会のい

う皇道維新は下位の抱懐するファシズム理念と合致する

ものであったのか｡ もっとも､ 神聖会の唱えた皇道経済

とは ｢土地為本､ 天産物自給経済｣ という農本主義を想

起させるものであるが､ 国家弾圧から１年数箇月後の朝

日新聞には､ 朝鮮から戻った下位もまた､ 彼の地で宇垣

一成 (朝鮮総督) がはじめた農村振興運動が ｢着々と奏

効してゐるのは素晴しい｣ と発言している｡ ｢農村の振

興へ 一身を打込んで旅から旅へ｣ という大見出しの下

には､ ｢日本に帰ってから５年､ 新興イタリーの紹介と

ファシズムの講演行脚にその儘文字通りの寧日のない日

を送ってゐたが､ 最近この講演も断って農山漁村の実態

調査に心を打込んでゐる｣ と下位の近況が報じられ､ 日

本の農業政策へのつよい懸念を吐露していた＊72｡

政治活動一色に染まったかにみえるこの頃の下位だが､

1937年には ｢伊國に紹介されたる日本文學｣ と題するエッ

セイを､ 自誌 『サクラ』 の解説を中心にまとめた＊73｡

また､ 1944年刊行の 『日伊文化研究』 では､ ３回にわた

り､ イタリア各地の守護聖人について実生活者の視点か

ら平易に解釈した ｢伊國宗教説話｣ を連載している＊74｡

これは下位春吉が帰国後にみせた数少ない文人の顔であっ

た｡ 下位は往々にして ｢詩人｣ という冠をつけて紹介さ

れたが､ 下位の書いた詩篇は見つかっていない｡ ｢詩人｣

と呼ばれることで､ 自らを何と重ねようとしていたので

あろうか｡ 下位は､ 自己の実人生を､ 散文的にではなく

韻律正しく詩的に生きる永遠の ｢青年｣ として描きたかっ

たのであろうか｡

む す び

以上､ 本稿では､ 政治的行為者としての下位春吉が､

ダンヌンツィオ､ ムッソリーニ､ ファシズムから受けた
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影響､ および日本でみせたその移植宣伝活動を中心に概

観してきた｡

最後に､ 米国による核の傘の下に庇護され､ 20世紀末

期の受動的 ｢平和ボケ｣ 状態だった日本に下位の存在を

あらためて知らしめた功績をみとめられる田之倉稔のつ

ぎの一節を紹介して稿を閉じよう｡

下位もダヌンツィオ
マ マ

に魅せられ､ 心酔したひとりだっ

た｡ しかし詩人の遊戯性､ あるいは演戯性への無邪気

な共感からやがてファシズム・イデオロギーへの承認

という､ 引き返しの難しい地点へと彼は踏みこんでし

まうのである｡ 訪伊の目的であったダンテ研究は､ い

つしかムッソリーニを日本に紹介することとかわって

しまった｡ 外国の同時代文化へコミットするときの陥

穽がここにはある｡ 外部のものには､ 研究対象の国に

おける､ 同時代精神の対立抗争の地勢が読めないから

である｡ ／古典研究を目的とした伊太利滞在が､

フィウメ
マ マ

占領体験と重なって､ ひとりの日本のファシ

ストが生み出される過程を発見することができる｡ 外

国の同時代文化・政治を支えている中心的精神に対し

て､ その自己同一化をはかり､ 自分の思想を投影する

サンプルが下位春吉の場合であった＊75｡

田之倉はこのように書くが､ 下位は果たして､ ｢外国

の同時代文化へコミット｣ したために､ 外因的な ｢陥穽｣

にはまったのか｡ この場合､ ｢陥穽｣ という言葉から読

者がイメージするのは､ 世界的にも最高級の宗教・哲学

性をもつ文学とみなされるダンテ文学の研究 (を志す)

者から､ ムッソリーニ＝ファシズムという典型的な世俗

的権威主義国家体制を擁護・喧伝する生々しい政治的プ

ロパガンダディストへの変節という罠あるいは落とし穴

である｡ だが､ ダンテこそ13－14世紀フィレンツェの政

争の渦に巻きこまれ､ 追放・亡命生活をしいられた文人

だった｡ 傑作詩篇 『神曲』 もこの政治的経験がなければ

誕生しなかったことを想起すれば､ 下位の場合､ 文学

(性) と政治 (性) とのネガ・ポジの表出は外因性によ

るというより､ 内奥に積みあがった下位春吉の個人史的

素地に決定づけられたといえるのではないか｡ つまり､

田之倉のいう ｢陥穽｣ (落とし穴) や当時のイタリアの

｢中心的精神｣ への ｢自己同一化｣ は､ つよい内因性に

より､ 訪伊以前すでに下準備されていた｡ なぜなら､ 本

稿の冒頭に紹介したように､ 国民国家揺籃期に維新第二

革命の狼煙をあげた秋月の乱に関係した実父をもち､ 父

母兄弟全員が炭鉱坑夫となって貧苦の幼少年期を送った

下位＊76が秋月挙兵50周年祭に記念講演をおこない､ くわ

えて乱の内実を克明に綴った史書に､ ガリバルディやダ

ンヌンツィオの台詞を髣髴させる題字 ｢興国乎 死乎｣＊77

を捧げた事実は､ 下位が ｢秋月党の悲史｣ を忘れていな

かったことを如実に物語っているであろうからである＊78｡

そう考えれば､ ダンヌンツィオへの ｢無邪気な共感｣ や

ムッソリーニとの接触によってたやすくはまった ｢陥穽｣

という表現は､ あまりにモダニズム的ではないか｡

別言すれば､ 1900年前後から第２次世界大戦後しばら

くまで､ 極度の経済的困窮のなかで育った少年が､ 世の

中の政治的・社会的・経済的矛盾を強烈に感じとった先

に見据える選択肢とは､ 自暴自棄となり無軌道な零落の

途をたどるのでないならば､ (1) 立身出世､ (2) 階級意

識 (マルクス主義)､ (3) 国家主義
ナシヨナリズム

の３種に大別できる

であろう｡ 大杉栄や荒畑寒村とほぼ同世代だが､ 英語と

イタリア語の習得に励み､ 早くして婿養子に入った下位

にはマルクス主義に目覚める余裕も機会もなかったであ

ろうし､ ましてや至誠報国と天皇鳳下に一命を捧げた秋

月憂国の士の精神を父親から多少とも継いでいたのであ

れば､ 時流に迎合するような立身出世主義も肯定できず､

共和主義と国家の廃絶を唱道する社会主義や無政府主義

にいたってはむしろ敵対物であった｡ したがって､ 社会

の変革をこころざした多くの日本の青年たちと同様､ 下

位も自然､ 自己のルサンチマンを国家主義
ナシヨナリズム

に転化させた

のではないだろうか｡ だが､ 私見によれば､ 近代の獲得

ないし近代の完成をめざしたイタリア＝ファシズムと､

近代の超克を金科玉条として崇めた日本＝超国家主義と

の融合・合一はそもそも不可能であった｡ 両者の相違を

見落としていたところに下位の ｢陥穽｣ があったのでは

ないか｡

1952年１月にインタビューしたモンタネッリによれば､

下位は枢軸陣営への支持煽動 (���������������������������) により1951年まで公職追放を甘受させられ
た＊79｡ 同年９月にサンフランシスコ講和条約が締結さ

れ､ 翌1952年４月末の発効によって､ 公職追放令は完全

に廃止される｡ 下位は1951年５月に実施された第１次公

職追放解除で自由の身となったのだろう｡ しかし､ それ

から３年後の1954年12月､ おそらくは失意と絶望のうち

に没した｡ 死の直前の同年５月､ 国連管轄下に自由地域

であったトリエステがイタリアに返還された｡ トリエス

テは下位がアルディーティとして参戦し第１次大戦の終

結の日を迎えた前線トレントの東方200��に位置し､ ト
レント同様､ 回復されざるイタリア (���������������)
としてイタリア国民のナショナリズムを煽った

失地回復主義
イ ツ レ デ ン テ ィ ズ モ

(������������) にとっての聖地だった｡
インタビューのなかで､ 下位は沈鬱な表情をみせながら､

｢いわば､ 人間のすることはすべて無意味だ (��������)｣
と漏らしたという＊80｡
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注

＊１ 川上水舟 『秋月黨』 秋月郷土館､ 1991年 (第４版｡

初版は1925年)｡
＊２ 同上､ 275頁｡
＊３ 同上､ 157�165頁｡ 乱の裁判につき､ さらに精緻な
研究では､ 斬罪２人､ 除族懲役144人､ 除族２人､

懲役７人､ 贖罪金 (贖金) ４人､ 懲役贖罪金１人と

される｡ この研究によれば､ 福岡臨時裁判所で385

人､ 長崎裁判所で25人､ 計410人が裁判に付された｡

田村貞雄 ｢秋月の乱口供書について｣ 『福岡県地域

史研究』 第25号､ 2009年｡
＊４ 川上水舟 『秋月黨』､ 280頁｡
＊５ 次書巻末の ｢黒田藩士族知行高調｣ の一覧表より｡

田尻八郎 『筑前秋月のこころ』 創言社､ 1970年､

257頁｡
＊６ 下位春吉 『大戦中のイタリヤ』 信義堂書店､ 1926年､

263頁；『東京朝日新聞』 (夕刊)､ 1937年３月６日｡

記事は ｢詩人・下位春吉さん｣ と紹介する｡
＊７ 『ふるさと人物記』 夕刊フクニチ新聞社､ 1956年､

578頁｡ 記事の冒頭､ ｢日本漫画映画会社会長下位春

吉｣ とある｡
＊８ 大阪児童文学館 『日本児童文学大事典』 第１巻､ 大

日本図書､ 1993年､ 372�373頁｡
＊９ 日本児童文学界 『児童文学事典』 東京書籍､ 1988年､

363頁；倉澤栄吉 ｢お噺の仕方｣ 上笙一�・冨田博
之編 『児童文化叢書 解説編』 大空社､ 1988年､

113頁｡ １年後輩の葛原の方は ｢お母さん｣ と呼ば

れたという｡
＊10 倉澤栄吉､ 前掲､ 1140�115頁｡ だが､ うがった見方
かもしれないが､ 戦後に公職追放となった下位であ

るゆえに､ その文化活動の出発点となった非イデオ

ロギー的な大塚講話会の創始者・推進者そして快作

『お噺の仕方』 もが日陰の位置に追いやられたとみ

ることもできるのではないか｡ もちろん､ 倉澤はそ

れについて触れていないし､ 軍国主義プロパガンディ

ストのイデオローグ下位春吉に言及することもない｡

他方､ 倉澤は ｢大人の話し方｣ について､ ｢何といっ

ても明治期の大人の話し方の横綱は､ 馬場辰猪の

『雄辯法』 である｡ この書物は､ ハウツウものでは

なく､ しっかりとした理論にもとづき､ 主として西

洋の雄弁法に依拠して､ 弁舌法の中核を解明した文

献である｡ 下位がこの本を読んだであろうことは想

像に難くない｣ と書いて､ 明治民権運動に活躍した

馬場辰猪の記した雄辯法と下位の口演法との影響関

係という興味ぶかい指摘をおこなっている (同､

116頁)｡

＊11 残念ながら､ 下位による公表されたダンテ研究はみ

あたらない｡ もっとも､ 1920年２月７日の読売新聞

は､ ｢ダンテ記念館を東京に新設する計画｡ 発起人

は伊太利留学中の下位氏｣ という見出しで､ 下位が

発起人となって東京にダンテ記念館を設立する計画

があると報じ､ 建築考案を委嘱するイタリア人彫刻

家の名もあげていた｡ 明治大正昭和新聞研究会 『新

聞集成 大正編年史』 大正９年度版・上､ 1982年､

434頁｡
＊12 ローマの国立中央図書館が発信するアーカイヴの文

章によれば､ マローネはフィレンツェの高名な文化

誌 『ラ＝ヴォーチェ』 (������) や 『ラチェルバ』

(�������) とも親交があった｡ 1914年に自身で刊行
をはじめた 『ラ＝ディアーナ』 は､ マリネッティ

(������� ������� ���������) や ソ ッ フ ィ チ

(��������������) などの未来派や､ ヴェリズモ派
のディジャーコモ (������������������)､ 文芸
誌 『ヘルメス』 (������､ 1904�1906) 主宰者で作家
のボルジェーゼ (����������������������)､ 孤
高のユダヤ系詩人サーバ (�����������)､ そして
イタリア現代詩の高峰ウンガレッティ (�����������������) らの錚々たる寄稿者を有していた｡�������������������������������������������������������
397������������������������������

＊13 クローチェは､ エッセイ ｢日本人の友人の思い出と

書簡｣ で､ 日本の 『ダンテの家』 (�����������)
のためにダンテ関連のものを集めていた下位に､ 関

連する小さな絵 (���������) をプレゼントしたと
いう｡ また､ 夫がイタリア人女性教師に熱を上げて

いることを知った下位の妻が下位を日本につれて戻っ

た事件も紹介している｡ このことと下位の帰国との

関連は不明である｡ さらに､ ｢突如現出したファシ

ズムが下位の精神を輝かせた｡ 新聞に掲載された下

位の政治講演を読んだが､ 下位は､ わたしを非イタ

リア人で 《反国家的》 (��������������������������)
と 当時の表現で規定していた ｡ この宣告

(��������) はひとりの日本人から発せられたので
あるが､ それはまったくもって本質的な皮肉であっ

た｣ と非常に印象的な回想を残している｡

《��������������������������������������》�������1946���5����110�111����������������������1����������������������������������������������������2664�
2661

＊14 ��������の全目次は次のサイトを参照｡�������������������������������������������������
＊15 �����������������������������������������������������������������������������������������
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(�������) ���������������������������������������������1�������������������������������������������������������������������������������������������������2003����380�386�������������������������������������������������������������������������������392�404�土肥秀行 ｢下位

春吉とナポリ文芸誌 『ラ・ディアーナ』 ― 下位春

吉伝 (上)｣ 『イタリア図書』 ��39､ 2008年；同
｢下位春吉とナポリ文芸誌 『サクラ』 ―下位春吉伝

(下)｣ 同上誌､ ��40､ 2009年；大内 紀彦 ｢イタリ

アにおける下位春吉の活動―雑誌 『サクラ』 によ

る日本文学紹介を中心に｣ 『イタリア図書』 ��41､
2009年；同､ ｢イタリアにおける下位春吉の活動(2)

― 雑誌 『サクラ』 創刊をめぐるメディア状況と詩

友群像｣ 同､ ��43､ 2010年｡
＊16 ������������������������������������������������������������������������������������1919；下位
『大戦中のイタリヤ』 前掲｡ 伊語版は92頁､ 日本語

版はその４倍の分量の370頁にのぼる｡ 伊語版を大

幅に補筆・加筆したものが日本語版といってよい｡
＊17 下位 『大戦中のイタリヤ』 前掲､ 176頁｡ このウィー

ン遠征は､ 朝９時20分､ ｢７機の胸から投下せられ

たるは､ 殺戮の爆弾にあらずして､ 色彩優しう､ 緑

と白と赤と､ 伊国の３色に染め出したビラの幾百万

葉｣｡ 独文のビラには､ ｢我等イタリア人が戦ひを交

ふるは､ 無辜の児童､ 老人､ 婦女子を屠らむがため

にあらず｡ [略] 盲目的にして､ 且つ頑迷残忍なる

汝等の政府を倒さむがため也｡ [略] 自由万歳！／

イタリア万歳！／連合国万歳！ (1918年８月９日)｣

と記してあった (同､ 192�194頁)｡
＊18 下位へのある追悼文によれば ､ ������������������������紙の通信員としての資格であったとい
う｡ ���������������������������������������������������������������《��������》�������1�2����������������1957���39�また､ 下位は上院議員のデ＝
ロレンツォ (�����������) に戦場レポートを送
り､ それが同じくナポリの地元紙 ���������で報
じられた｡ ���������������������������������������������������������������《�������������������》���34���������1998�����������������������������������������������������

＊19 下位春吉 ｢滞伊18年｡ ダンヌンツィオとムッソリー

ニとを語る｣ 『現代』 第14巻第７号､ 1933年７月号､

48�50頁｡
＊20 詳しくは､ 拙著 『原初的ファシズムの誕生』 (御茶

の水書房､ 2007年) の第２章を参照｡
＊21 ����������������������������������������������

��������2007���167�������������������������������������2004(1961)���315�(以後､ 本稿での引用は�������版による)｡
＊22 ��������������������������������������������
＊23 ��������������������������167�
＊24 ����������������������������������������������
＊25 下位 『大戦中のイタリヤ』 前掲､ 176頁､ および下

位春吉 ｢ダンヌンツィオの横顔｣ 『改造』 1938年４

月号 (����20���4)､ 455頁｡ なお､ ｢小説家のベ
ルトラメルリ｣ とは詩人・作家でジャーナリスト､

またナショナリストでファシストだったアントニオ＝

ベルトラメッリ (������������������) とみられる｡�����������������������������168�
＊26 下位春吉 ｢人間ダンヌンツィオ｣ 『日伊協会会報』

第３号､ 1943年､ 42頁｡
＊27 また､ 下位とダンヌンツィオとの初対面を1919年初

旬と予測する見解もあるが､ これは考えにくい｡ ���������������������������������������������������������(�������) ������������������������������������������������������������������������������1991���156�
＊28 下位は飛行場の在所をサン・ニコロー (聖ニコロ)

島と表記しているが (｢ダンヌンツィオの横顔｣ 前

掲､ 455頁)､ これは誤り｡ 聖ニコロ飛行場はリド島

西端部にあった｡ ちなみに､ この飛行場は仏軍所有

で､ ダンヌンツィオにも使用が許されていたといっ

たほうが適切だろう｡
＊29 下位 『大戦中のイタリヤ』 前掲､ 177�179頁｡
＊30 同､ 266�270頁｡
＊31 下位 ｢滞伊18年｡ ダンヌンツィオとムッソリーニと

を語る｣ 前掲､ 54頁｡
＊32 同 ､ 54�55頁；������ ������������������������������������������
＊33 ロンキの現在の名は､ フリウリ－ヴェネーツィア＝

ジューリア州ゴリツィア県の ｢ロンキ＝デイ＝レジョ

ナーリ｣ (������������������) ― つまり､ 義勇兵
のロンキである｡ このロンキ進軍にちなんで現在の

市名となった｡
＊34 ��������������������������������������������������������������������(�������) �������������������������������1974����200�202｡ ９月13日に
出発を予定していた日本への飛行の３日前､ アメリ

カによるフィウーメ介入の報を聞いたダンヌンツィ

オは驚いて飛行計画を中止し､ ロンキ行進に至るの

だが､ ｢私も一緒に付いて行った｡ 途中から千人ば
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かりの熱血青年達が付いて来て､ フューメ
マ マ

に飛び込

んで行った｣ といった記述から､ あたかも下位がロ

ンキ行進に参加したような印象を与えるが､ これは

事実ではないだろう｡ 下位春吉 『ファッショ運動と

ムッソリーニ』 文明協会､ 1937年､ 56�57頁｡
＊35 ���������������������������������������������
537�

＊36 �������������������������������������������������
(�������) ����������������������������������������������������������������������������������������������1966����278�280�

＊37 下位 ｢滞伊18年｡ ダンヌンツィオとムッソリーニと

を語る｣ 前掲､ 55頁｡
＊38 この歓迎スピーチは､ フィウーメの情景を語る一場

面として､ それほど大部ではないダンヌンツィオ伝

でもとりあげられている｡ ����������������������������� ����������� ������� ���������� 1992
(1978)����323�324�

＊39 その一例がフィウーメ連盟 (�����������) であ
る｡ これは､ 抑圧者＝帝国主義列強が結託した国際

連盟 (�������������������) に反対し､ 被抑圧・
植民地の諸民族の解放を目的につくられた｡ フィウー

メ連盟の結成には､ ベルギー人の詩人コホニツキー

(��������������) が貢献した｡ ������������������������������������������ ���������������������������2009(2008)����249�251�
＊40 他方､ イタリアにおける文学研究では､ ダンヌンツィ

オの新たな一面を知る材料として下位の著作が注目

されているようである｡ �������������������������������������� ������� �������������������������������������������1���������387�491�
＊41 『サクラ』 (������) 全５冊の発行月は､ Ⅰ－１
(1920年６月)､ －２ (７月)､ －３ (８月－９月)､ －

４ (10月－11月)､ ５－６ (12月－1921年３月) で

ある｡ �������������������������������������������������
＊42 たとえばつぎのような部分に認められる｡ ｢ダンヌ

ンツィオの芸術については今原田 [謙次] 先生から

詳しくお話がありました｡ ダンヌンツィオの詩人と

しての功績を称へることは､ 私の柄にもないことで

あります｣ (｢人間ダンヌンツィオ｣ 前掲､ 42頁)｡
＊43 1920年９月に制定されたカルナーロ憲章は革命的サ

ンディカリズム路線の結晶であろう｡ このあたりに

ついては､ 拙稿 ｢フィウーメ占領期にみる革命的サ

ンディカリズム ―�・デアンブリスとカルナーロ
憲章｣ 『駿台史学』 第113号､ 2001年､ を参照｡

＊44 ���������������������������������257���������������� ����������� �� ����� ������� �������

����������1987����172�173�
＊45 下位春吉 ｢滞伊18年｣ 前掲､ 56頁｡
＊46 下位春吉 『ファッショ運動とムッソリーニ』 文明協

会､ 1927年､ 96頁｡ ムッソリーニは自紙 『イタリア

人民』 でフィウーメ救済の義捐金を募ったが､ これ

を着服していると疑念を抱く声は小さくなかった｡
＊47 ���������������������������168�ダンヌンツィオ

にとってムッソリーニは粗野な田舎者 (������) だっ
た｡ 下位は書簡配達人 (������������������) であ
り､ 日本人＝外国人であるために変装する必要もな

かった｡ 下位は､ 互いに相手を嫌っていたが互いを

必要としていたダンヌンツィオとムッソリーニとの

関係を繋いだひとりだったといえよう｡ 両者は折り

合いが悪く､ 互いに軽蔑的な調子だったことを下位

はわかっていたとする論者もいる｡ ���������������������������������388�
＊48 ���������������������������169�
＊49 �������������������������������������
宗教史家ペッタッツォーニ (������������������)
は､ 1931年12月に倫理宗教向上協会 (����������������������������������������������������) で
日本の宗教と迷信にかんする下位の講演を聞いたと

いう｡ ��������������������������������������������������������(1931�1933)������������������
1���������2001���56�����������������������������������������������������20��������2050����

＊50 下位 『ファッショ運動とムッソリーニ』 前掲､ 96�
97頁｡

＊51 下位春吉 『イタリアの参戦を回る世界政局の動向』

日本協会､ 1940年､ 4�5頁｡
＊52 下位春吉 『ムッソリニの獅子吼』 大日本雄辯會講談

社､ 1929年｡ 同書には頭山満への謝辞と､ ｢わが友

下位君は､ 初めは大戦の塹壕の中において､ 後には

内乱の紛糾の間に立って､ ファッショ主義の更正を､

自ら新しく生活し来りし人である｣ などと書かれた

ムッソリーニの自筆序文が収められている｡ なお､

下位訳のムッソリーニ著には次書もある｡ ベニート＝

ムッソリーニ 『これが伊太利軍だ｡ 1915年～1918年

伊太利戦に対する外人の証言』 グリエルモ・スカリー

ゼ (伊太利大使館付陸軍武官､ 出版者)､ 1935年｡
＊53 ���� ����������� �� �������� ���������� �������������《����������������》���219�13 ���������
1922�������(�������) �������������������������������������������������������������������
1972(1956)����543�544�

＊54 下位は､ ムッソリーニは未来派の詩人であり音楽家

でもあるなどと虚実を織りまぜ､ ファッショ運動を
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芸術運動とオーバーラップさせるような発言もして

いる｡ ���下位 ｢滞伊18年｣ 前掲､ 57頁｡
＊55 下位はフィウーメ主義 (ダンヌンツィオ) とファシ

ズム (ムッソリーニ) を結びつけるために､ まった

くの虚偽発言もはばからなかった｡ たとえば､ フィ

ウーメを去った３万の青年はダンヌンツィオととも

にミラーノのムッソリーニに向かったが､ ダンヌン

ツィオ自身は隠遁し､ 若いムッソリーニを新しい指

導者に推薦したなどと放言している｡ 下位春吉 『フ

アツショ運動』 民友社､ 1925年､ 46頁｡
＊56 下位は後年､ 青年とは ｢戸籍謄本の生年月日の数字

に依る青年｣ ではなく､ ｢国難に殉ずる精神と祖国

の危機を見て蹶起せざるを得ない熱意とを持ってゐ

る者を称して､ 青年と謂ふ｣ としたムッソリーニの

発言を借用して定義した｡ ｢ムソリーノの横顔｣ ミ

ルコ＝アルデマーニ､ 下位春吉 『今日のイタリア』

大民社､ 1940年､ 24頁｡ なお､ 共著者のアルデマー

ニ (��������������) は駐日イタリア大使館情報
官で､ 元ファシスト行動隊員

ス ク ワ ド リ ス タ

(����������) かつ
『イタリア人民』 紙の元特派員である｡

＊57 ���下位春吉 『昭和の青年と世界の展望』 日本書荘､

1937年｡
＊58 ｢日本の忠君愛國主義に､ 黒シャツを著せ､ マンガ

ネルロ [棍棒､ ����������] を持たせたものだと思
ふ｣｡ 下位 『フアツショ運動』 前掲､ 19頁・35頁｡

他方､ ファッショ運動は精神運動､ 一種の信念・信

仰の運動だとも述べる｡ 同､ ９頁｡
＊59 下位春吉 ｢下位春吉氏 熱血熱涙の大演説｣ 『キン

グ』 第９巻第10号付録､ 1933年､ 78�87頁｡ また､
｢第一は祖国､ 国家 (パートリア)､ 第二は義務 (ド

ベーレ)､ 第三は訓練､ 規律 (ディシプリーナ)｣ と

も表現している｡ 下位 『ファッショ運動』 前掲､ 10

頁｡
＊60 下位 ｢下位春吉氏 熱血熱涙の大演説｣ 前掲､ 63頁｡
＊61 同､ 30頁｡
＊62 ���下位春吉 ｢������を語る｣ 『日伊文化研究』 第３
号､ 1941年､ 104�105頁｡ 大衆のファシズム化およ
びファシズム体制の大衆組織化を考えるとき､ ドー

ポラヴォーロ (事業団) の存在は重要である｡ ���
ヴィクトリア＝デ＝グラツィア 『柔らかいファシズ

ム』 有斐閣､ 1989年｡
＊63 下位春吉 『ファッショ・イタリヤの社会事業』 ミル

コ・アルデマーニ (発行者)､ 1940年｡
＊64 下位春吉 『伊太利の組合制国家と農業政策』 ダイヤ

モンド社､ 1933年｡ その他､ 産業・労働分野にかん

する下位の著作には次がある｡ 『ファシズムの真髄

と伊太利の産業統制』 (大阪図書､ 1933年)､ 『伊国

の産業政策と労働憲章』 (関東産業団体研究会､

1933年)､ 『ファッショ政体に於ける労働政策』 (春

秋社､ 1932年)､ ｢ムッソリーニの伊国産業政策｣

(『工場研究』 37､ 1927年)｡
＊65 石川龍星 『日本愛国運動総覧』 東京書房､ 1932年｡
＊66 大阪児童文学館 『日本児童文学大事典』 前掲､ 372

頁｡
＊67 ｢日伊学会会報｣ 第２号､ 1938年｡
＊68 奥平康弘編 『昭和思想統制資料』 第18巻 (上)､ 生

活社､ 1980年､ 315頁｡
＊69 昭和神聖会の創立声明には､ ｢方今国際情勢愈々紛

糾し､ 皇国日本の前途に重大なる危機を孕み､ 国内

の不安益々深刻にして [略]｡ 天地の大道､ 皇道の

精神を忘失して､ 外来文物制度に侵毒せられたるに

由る｡ [略] 皇祖の大神勅を奉戴し､ 皇業を翼賛し

奉り､ 神州日本の美し国を招来せんと誠心奉公を誓｣

うとあった (泉田瑞顕 『救世主 出口王仁三郎』 心

交社､ 1986年､ 172頁)｡ また､ ｢王仁三郎の説く天

皇論は､ [略] 主師親三徳兼備の理想像たる天皇で

ある 『スメラミコト』 である｡ この理想天皇の行う

政治が皇道であり､ 皇道経済であり､ 皇道教育であ

る｡ [これに反し､ 現在の] 神聖皇道を無視した人

間絶対の天皇統治は盤古天皇制であって真の皇道神

政ではない｣ とした (同､ 175頁)｡ 統管には王仁三

郎が､ 副統管には黒龍会の内田良平らが就任してお

り､ 創立発会式 (1934年７月､ 軍人会館) では､ 政

治家､ 軍人とならび頭山満が祝辞を述べた｡ 頭山は

会の顧問にもなっている｡
＊70 創立１年にして会員・賛同者は計800万人にのぼっ

た｡ だが､ 現人神
あらひとがみ

の統治という既存の天皇制国家は

これを脅威とみて不敬罪の罪名により弾圧にかかり､

神聖会の国家改造運動は本体である大本教の徹底的

な解体をもたらすことになる｡ なお､ このあたりの

記述は同上書第４章に依拠している｡
＊71 同､ 181頁｡ 司法省刑事局 ｢思想月報｣ 中の ｢国家

主義系団体員の経歴調査｣ (其18) によれば､ 下位

は ｢昭和９年５月頭山満の紹介に依り出口王仁三郎

と会見し､ 同人主宰に係る昭和神聖会の創立に尽力

し､ 其の最高幹部の一人となり後昭和10年２月28日

同会参謀長となり爾来同会の為全国各地に講演旅行

を為せり｣ と記述されている｡ ｢思想月報｣ 第78号､

1940年12月､ 参考文献懇談会編 『昭和前期 思想資

料 第１期』 文生書院､ 1973年､ 392頁｡
＊72 ｢その後の消息｣ 『東京朝日新聞』 (夕刊)､ 1937年３

月６日｡
＊73 下位春吉 ｢伊國に紹介されたる日本文學｣ 『書祭』

(人)､ 書物展望社､ 1940年､ 21�25頁｡
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＊74 下位春吉 ｢伊國宗教説話｣ (1)－(3)､ 『日伊文化研

究』 第４､ ５､ ７号､ 1942年｡
＊75 田之倉稔 『ファシストを演じた人びと』 青土社､

1990年､ 121�122頁｡ 田之倉は別書でもつぎのよう
に記述している｡ ｢下位が古典文学の研究者より､

確信的なファシストになるほうが､ イタリアの現代

に忠実であると考えたとしても､ 無理からぬ話であ

る｣｡ 同 『ダヌンツィオの楽園』 白水社､ 2003年､

96頁｡
＊76 下位は３歳から筑豊炭田の ｢鞍手郡の一炭鉱｣ に育

ち､ せめて４人兄弟の末弟の春吉だけでもと学校に

やらせてくれたと書いている｡ 下位 『大戦中のイタ

リヤ』 前掲､ 263頁｡
＊77 下位の題字 ｢興国乎 死乎｣ とは､ 連合軍支配下に

あった第１次大戦直後のフィウーメにたいするイタ

リア人の無関心に激したダンヌンツィオが煽動演説

や檄文などで好んで用いた台詞 ｢イタリアか､ 死か｣

(�������������) および ｢フィウーメか､ 死か｣ (�������������) の模倣であった｡ だが､ それも
また､ 歴史的来歴をもつ模倣であった｡ すなわち､

イタリア国家統一の英雄ガリバルディ (�����������������)が､ イタリアの国家統一後に残されたロー
マのイタリア編入をめざし､ 千人隊行動後の1862年

７月､ 再度上陸したシチリア島パレルモで ｢ローマ

[教会
カトリック

] を庇護するナポレオン３世を打倒せよ｣ と

民衆に訴えると､ 民衆は ｢ローマか､ 死か｣ (������������) と歓呼して応えた｡ 感銘をうけた
ガリバルディは､ この言葉を自身の演説のなかで頻

繁に使った｡ このスローガンはただちにイタリア再

統一のスローガンとして全土に流布したが､ ダンヌ

ンツィオの台詞もここに由来するのである｡

＊78 さらに補足するなら､ 下位が1916年９月､ 訪伊して

１年に満たない頃に書き終えた 『お噺の仕方』 の例

話 ｢ごんざ蟲｣ には､ ｢日本は強い､ 世界で一番強

い｡ ― と皆申しますし､ 私も全く然うであると信

じてをります｡ 日本は支那と戦争しても勝ッた｡ ロ

シヤにも勝ッた｡ 近くはあの強いドイツをも打破ッ

た｡ [略] が併しその名誉ある大勝利の後の日本の

有様はどうです｡ 国は益々貧乏になる｡ 借金は殖え

る｡ この儘の勢ひで行ッたら､ 40年､ 50年､ 100年

の後には､ 戦争で世界一の日本国は､ 戦争をしない

で､ 笑ッてゐる間に滅びるかも知れない様な有様で

はありませんか｡ [略] 銃を持ッては世界一の日本

の国は､ 算盤を持ッては極めて弱いのです｡ [略]

人殺しの戦争で世界一の日本人は､ 同時に亦金儲け

の戦争でも世界一の強国にならねばならぬと思ひま

す｣ (下位春吉 『お噺の仕方』 同文館､ 1917年､ 400�
402頁) とある｡ 例文は､ 下位独自の口話の指導法

にしたがい､ 教訓を枕にして疑問法や具体法などの

例をあげているのだが､ 下位の滞在するナポリも第

１次世界大戦の戦争色一色に染まっていたとでもい

うのか､ 日本は軍事 (人殺し) 大国から､ 軍事 (人

殺し) 大国＋経済 (金儲け) 大国へと進まなければ

ならないというものであるから､ かなり好戦的で政

治的な文章である｡ もちろん､ 当時の下位はダンヌ

ンツィオともムッソリーニともまだ知り合っていな

かった｡
＊79 ���������������������������169�
＊80 ��������170�
＊引用・参照したホームページアドレスは2011年１月時

点で閲覧確認したものである｡
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